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№２３６４ 第１５回例会 ２０１４．１０. １６ 晴

点 鐘 ： 若鍋武良 会長 

進 行 ： 白石幸久 副 SAA 

ソング ： 我等の生業 

 

会長挨拶  

    若鍋武良 会長  

 

皆様こんにちは。 

『我が輩は猫である』や『坊ちゃん』の小説で有名

な夏目漱石の話です。 

『坊ちゃん』は、夏目漱石が英語教師としての実

体験による作品として知られています。漱石は、英

語教師として英語の達人（参照『英語の教師 夏目

漱石』新潮選書、大学生時代に『方丈記』を英訳、

国費で英国留学、東京帝国大学講師）と言われて

いただけでなく、学者・作家・エッセイスト・評論家・

俳人・画家の全てにおいて一流であった、と言われ

ています。 

『こころ』 夏目漱石が、１９１４年４月に小説『ここ

ろ』を朝日新聞に連載し、今年はその１００周年とい

うことで再掲載され、先月２５日で連載は終わりまし

た。『こころ』は、「上 先生と私」「中 両親と私」「下 

先生と遺書」の三部に分かれており、明治末を舞台

に、若き書生「私」と、その私が思想や言葉に心酔し

た「先生」との世代や血縁を超えた交流、そして先

生が抱える闇を、私のモノローグと先生の遺書で描

かれています。朝日新聞の記者として、年に一度、

百回程度の長編小説を書けば、月給二百円を支給

すると約束された夏目漱石が記者歴八年目の大正

３年（１９１４年）に書いた小説が『こころ』です。 

『三四郎』 １０月１日から漱石の『三四郎』が再連

載されております。『三四郎』は、１０６年前の１９０８

年（明治４１年）９月から１２月まで朝日新聞に連載さ

れました。主人公・三四郎の東京での大学生活を描

いた物語は、青春小説の金字塔として名高く親しみ

やすい作品です。 

『こころ』の主人公‘私’と『三四郎』の主人公の三

四郎のモデルは同一人物だと言われております。

秋の夜長、読書の秋です。 

 

 

コスモス   



 

 

幹事報告 

刈込一弥 幹事             

 

君津ロータリークラブより会報が届きましたので 

回覧します。                                  

                                                                

委員会報告 

管理運営委員会 

大網庄一郎 親睦担当部長 

 

バスツアー報告 

１、 行程等について、バス会社と打ち合わせの結

果下記の通りとなりました。 

２、 バス会社 

(株)房総カワイバス 

富津市海良１３８－１ 

ＴＥＬ０４３９－６７－０８５７ 

３、 参加者 

会員１４名、女子会４名、合計１８名 

４、 会費 

会 員￥５，０００円  

女子会￥２，０００円 

５、幹事 

大網、 渡辺（哲） 

 

６、行程 

さゞなみ館集合６：３０出発、帰着：午後７時３０分頃 

さゞなみ館―海ほたる―関越道―軽井沢銀座―横

川―富岡製糸所―関越道―首都高―アクアライン 

 

会報委員会 

榎本守男会報委員代理 高橋裕之 

 

先般よりお願いしている、会報用の埋め草原稿を、

呉々も今月中に榎本までよろしくお願い致します。 

 

新会員歓迎ゴルフコンペについて 

榎本守男ゴルフ幹事代理 高橋裕之 

日時 10/21（火） 8:30 集合 9:00 スタート 

場所 鹿野山 GC 

組合せ 

1.渡辺（哲）、高橋、須藤 

2.永島、若鍋、栗原 

3.榎本、志波、大網、伊藤 

よろしくお願いいたします。 

 

卓話 

ロ財団・米山委員会 

         小野恒靖 米山担当部長 

    
米山月刊に因んで 

公益財団」法人「米山記念奨学会」とは、日本に

在留している外国人留学生に対し日本全国のロー

タリアンの寄付金を財源として、奨学金を支給して



 

 

支援する民間の奨学団体です。 

奨学金の支給対象は、日本の大学、大学院で学

ぶ外国人留学生です。毎年約７００人の私費外国

人留学生を採用し、日本のロータリアンとの交流に

よって将来日本と世界とを結ぶ架け橋となる人材を

育てています。 

寄付金収入は１３億３７００万円で利子収入は 

８１００万円となり管理費の６７００万円を賄えていま

す。個人平均寄付額は１５，２００円で特別寄付の

会員に対する割合は４１．６％となりました。 

普通寄付金は半期に一度各クラブで決まった 

一人分の金額の会員分です。特別寄付金は任意

で頂く寄付金で個人寄付、法人寄付、クラブ寄付

があります。当クラブは２，０００円＋２，０００円＋個

人寄付の１万円で一人１４，０００円になります。尚、

表彰制度は特別寄付金のみに適用されます。 

３０，０００円から対象になります。 

３万円・・・・・・準米山功労者 

１０万円・・・・・第１回米山功労者（青色の感謝状） 

２０万円・・・・・第２回米山功労者（銅色の感謝状） 

１００万円・・・・第１０回米山功労者（金色の感謝状 

＋ピンバッジ） 

以上となっています。 

当クラブの米山功労者はクラブ活動計画者に載っ

ています。本日は米山のお話以外に、音楽、卓球、

野球、ソフトボール、投網、柔道、内職、等盛りだく

さん用意しましたが、時間の関係からこの辺で終わ

ります。 

 

ニコニコＢＯＸ 

渡辺哲夫 親睦担当委員 

＊小野恒靖    卓話をさせて頂いて 

 

*＞1,000 円    合計 2,000 円 

 

出席報告 

栗原典子 出席担当委員 

区分 会員数 出席 欠席 MakeUp 出席率

今回 25/22 17 5  77.27%

前回 25/22 19 3  86.36%

近隣クラブ例会日 （通常 12:30 点鐘） 

月

火

水

木

君津、袖ヶ浦(特別 最終例会 18:00) 

富津(月末 18:30 10～3 月 18:00) 

木更津東(特 18:30)、富津ｼﾃｨ(特 18:00)

上総、木更津 

 

 

最近の話題 

１０月１１日より全国ロードショウ映画「ふしぎな岬

の物語」撮影現場の中心は鋸南町にある岬カフェ

です (金谷の先、海岸近く) 。最近、混雑していて

約３０分待ち、土日１時間待ちです。目の前が海で

とても眺めの良い所です、カフェの中には撮影当時 

の写真が飾ってあります。 

            

                        (岬カフェ) 

３月より、千葉県内約１０カ所で撮影されました。 

モントリオール映画祭で審査員特別賞、受賞した。 

吉永小百合さんの演技もすごいが、とても感動的 

な映画です。 

 

 



 

 

 

投稿写真 

 

 

 

 

 

―― 秋 ―― 

 

 

 

空と影に秋が感じられたので撮ってみました。 志波 


